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デンマーク・オーフス市における研修報告
藤原素子（北海道女子大学・北方圏生活福祉研究所）
抄録
1997年8月末にデンマークのオーフス市において福祉サービスについての見学研修を行っ
た。デンマークは高齢者の福祉・障害者のノーマライゼーションについて，既に進んだシステ
ムを作り上げてきていることは知られているが，その実際について多く学ぶ機会があったので
報告する。 1つは利用者が福祉サービスシステムの企画運営に参加していること。 2つ目は高
齢者サービスにおいては予防的な活動を行っており，高齢者の生活全体を支えていること。 3
つ目はデンマークの福祉システムを考えるときに，教育を含めた社会の考え方が重要になるこ
と。特に個別性・個人の自立を重視した教育制度は，個人の生活を尊重する福祉サービスシス
テムと関連している。
さらに，この報告では，知的障害者のアクティピティーセンターの活動と，成人学校（国民
高等学校）についても紹介する。成人学校はデンマークにおける特徴的な成人教育機関である
が，ここでは障害者及び障害のない人も共に学ぶ成人学校として特色のあるエグモント校を紹
介する。
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I 研修の概要
1.研修に至るまでの経過
1997年夏，個人的な理由により北ドイツを訪問するこ
とになり，この機会にデンマークにおける福祉の状況を
学びたいと考え，関係者との連絡の上オーフス市での研
修が実現した。窓口になって下さったのはDSS A （デ
ンマーク社会研究協会）である。研修目的を次の項目で
示し，プログラムを組んでいただいた。
希望する研修内容
(1) デンマークにおける地域福祉サービスの進め方。特
に高齢者の介護支援センターの見学を希望し，地域福
祉のサービスシステム・スタッフの活動について学ぶ。
(2）介護に携わる人の養成がどのようになされている
か学ぶ。
(3) 障害をもっ人のノーマライゼイションを社会とし
てどのように支えているかを学びたい。
以上の希望の下に以下の通りの研修プログラムを組ん
でいただいた。
研修プログラム
8月26日（火） 10 : 00 重度障害者の自立生活とその
支援制度
Soren Christensen （当事者）
12: 00 身障者の入居施設
Hoeskovkollegiet 
8月27日（水） 10 : 00 高齢者の総合施設
Localcenter Hoergaarden 
14: 00 オーフス県立介護職員養成学
校（調整中）
8月28日（木） 10 : 00 心身障害者の通所授産施設
Havkaerparken Aktivitetshuset 
13 : 30 Egmont Hojskole 
2. オーフス市の概要
オーフス市はユトランド半島に位置するデンマーク第
2の都市である。人
口28万であり，日本
で考えると中都市の
規模であるが，優れ
た大学もあり広がり
も大きく，デンマー
ク第2の都市という
風格がある。また教
育の街とも言われて
いる。訪問した施設
の所長さんは“小さ
な大都会”と紹介し
て下さった。
図1 デンマーク
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I 障害をもっ人の自立生活について
今回の3日間の研修全体のお世話をして下さったのが
ソーレン・クリステンセン氏である。ソーレンさんは重
度の障害を持っておられるが，仲間3人と共に自立生活
をし，さらに障害をもっ人々の自立生活のためのセン
ターの理事を務めておられる。また障害をもっ人の教育
及び障害をもっ人ももたない人も共に学び理解し合う教
育を支援されている方である。
1.身障者の入居施設Hoeskovkollegietの見学
Hoeskovkollegietは重度の障害をもっ方の入居施設と
同時に自立支援を行うための施設である。また作業所も
もっており授産施設の役割もある。この施設の始まりは
1968年からで，最初は若い障害者・学校へ行けない者が
集まった。 10年聞かけて外との協力が得られるようにな
り，施設の外へ出て働くようになった。そのうち家の外
へ出られなかった障害者が集まるようになり施設の意味
が変わってきた。今日では2つの目的を持っている。 l
つは自立生活のためのトレーニングをする場， 2つめは
身体障害・脳障害をもっ人の生活の場である。
自立生活のためのトレーニングでは， 1年間訓練をう
け集中的なトレーニングを行い，その後外に出て自立す
る。多くの人は働く力を持っており，ソーレンさんのよ
うな人の助けをかりで自立していく。ここで働いている
人もそれによって自らの能力を作ることになるとの説明
を受けた。
施設の案内では障害をもっ方の居室を見学させていた
だいた。法律で67平方メートル以上の広さが必要となっ
ており，各部屋にトイレ・洗面所・シャワーが付いてい
る。一室を案内していただいたが，ベッドカバー－置物
等暖かみのある部屋で，シャワールームも白いタイルに
あざやかな赤のアクセントが効いている。潤いのある居
室であった。また自立生活のための訓練設備では，特に
身瞳者入居施設の居室にて
（ヘルパー・ソーレンさん・筆者）
訓練用の台所
台所を見せていただいた。ここで1年聞かけて食事その
他のトレーニングをするとのことである。身体的な機能
訓練のための設備も当然備えている。 1年間の自立のた
めのトシーニングと聞いて気の長い話に思えるが，時間
をかけて着実に進めていく姿勢は大切であると思った。
また作業所ではセットを組む作業が行われていた。働く
ということも障害をもっ人にとって重要であると強調し
ておられた。
2.障害をもっ人の共同住宅
ソーレンさんが仲間3人と住む住宅を案内していただ
いた。静かな住宅地にあり外観は一般住宅と変わらない。
住宅の中心に台所・居間・サンルームがあり 4人共同の
スペースとなっている。そこから 4人それぞれの個室と
なり，洗面所・トイレ・シャワーも個別となる。部屋の
インテリアは各自がそれぞれの好みで決めている。ソー
レンさんの居室も案内していただいたが，本棚・大きな
椅子・パソコンが置かれ大切な写真も飾られている。本
棚には東洋の思想、についての本も置かれ，知的な空間に
入った思いがし
た。最初に会った
時の哲学者風の印
象がそのまま部屋
の雰囲気の中に
あった。また天井
にはベッドからパ
スルームまでレー
ルがあり移動介助
ができるように
なっている。
日常の介護は4
人で l人のヘル
パーを雇い生活し
ている。また移動 共同住宅のサンルーム
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には電動車椅子を
搭載できる車があ
り，ヘルパーさん
の運転により希望
の場所へ移動でき
るようになってい
る。ヘルパーさん
の資格について尋
ねてみると，現在
雇っているヘルー
パーさんは有資格
者ではないとのこ
とであった。障害
の程度が重くはな
いので（私からみ
るとそれぞれの方
が重度の障害をもっているように思えるのだが）有資格
者である必要はないとのことである。ソーレンさんには
住居のほかに仕事を遂行する上で、のヘルパーも必要であ
るが，私が滞在した間も学生や家庭婦人がヘルパー業務
を担当し，車による移動・食事・排祉の介護を行ってい
た。ヘルパーによる日常生活介護は必要であるが，生活
の方法は自分が決めヘルパーも仲間と共に本人が雇い，
そして仕事も行う。人間として自然な自立した生活をさ
れているのを拝見することができた。意思の尊重・自己
決定という言葉はよく耳にするが，ソーレンさんの生活
からその真の姿をみた思いがした。同時にどの様な社会
の仕組みが障害をもっ人の自立生活を支えているのか考
えずにはいられなかった。
大学生でヘルパーをしている人の話を聞くことができ
たが，デンマークでは大学生に奨学金が支給されるが，
それだけでは生活費として不足であるため夏休みにはこ
のようにヘルパーの仕事をして収入を増やしているとの
こと。また家庭婦人も時間契約でヘルパー業務を担当し
ている。但し私がソーレンさんを通してお会いしたヘル
パーさんは有資格者ではない。ただ学生や家庭婦人がヘ
ルパー業務を担当し報酬を得ている。障害をもっ人の生
活を支えているのは有資格者だけではなく，様々な人が
支援し，またそれに対する報酬も得られるようになって
いる。このヘルパー制度についてはDSS Aの会報第1
号1）を参照していただきたい。
さらに障害をもっ人の支援体制の中核は障害をもっ人
本人であり，本人がヘルパーを雇い自分の生活のレイア
ウトをしているのである。一人の大人の人聞が行ってい
ることは，障害をもっ人も同様に行っていることになる。
ソーレンさんの居室
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3.障害をもっ方の自立生活を見学しての感想
障害者のセンター，ソーレンさんの生活を拝見して教
えられたことはたくさんあるが，とくに強く感じた点を
以下にまとめる。
①自立生活の過程について，重度の障害をもっ方は自
立生活が可能な状況へもっていくまでに相当時間が
かかる。その訓練に 1年聞かけじっくり取り組む姿
勢，時間のとらえ方の大きさに驚いた。
②ソーレンさんの説明の中で，自分が雇う・自分が決
めるということを強調してお話して下さった。自己
決定という言葉がこのような自立生活の中で実践さ
れていると理解した。
③自立生活を支えるために障害をもっ人にとってヘル
パーは必要である。それは有資格者だけではなく，
様々な人が様々な形でヘルパー業務を担当し，報酬
を得ている。人的資源を豊かにするためには経済的
裏づけ（ボランティアではなく報酬が支払われるこ
と）も自立生活を確実に支えていることになる。
④ヘルパーさんの態度が自然で友人のような形で援助
している。車で移動する時は会話をしながら，食事・
排准・電話の取り次ぎなど利用者の生活に添うよう
な形で支援していて好感が持てた。
⑤車による移動が生活の中で保障されていること。公
共交通の利用もできるが時間もかかる。その状況の
中でヘルパー運転により車椅子ごと乗車し自由に移
動できるということは，利用者の活動の幅を広げる
ことになる。今後日本においても障害をもっ人の移
動，高齢者の方の移動に対する保障はもっと積極的
にシステムを作っていく必要があると思われる。こ
の移動に関してはソーレンさんの車にずいぶん乗せ
ていただいた。運転するのはヘルパーさんであるが
皆ソーレンさんの車という認識をもっている。ソー
レンさんの意思によって目的の所へ行くのでソーレ
ンさんの車なのである。
以上が強く感じた点である。障害をもっ人の自立生活
については同じく Ds s A会報の第11号 2）を参照して
いただきたい。
I 高齢者の総合施設見学
2日目の午前は高齢者ケアの総合センターLokalcen-
ter Hoergaardenを見学した。今回の研修で最も強く
希望していたところである。この日はDSS Aの理事で
ある片岡豊氏に通訳と説明をしていただいた。この日の
見学はセンターの初任者研修の日程に合わせたスケ
ジュールをとっていただき，センターの地区長から研修
生と一緒に主要な話を伺うことができた。
??? ?
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4）事務局
事務職，補助器具の管理，講習会のコーデイネ
イト等
この4つのセクションの上に利用者代表委員会（9名）
がある。この委員会は60歳以上の高齢者の中から選挙で
選ばれるようになっている。さらに利用者代表委員会の
委員長を含めた中央監理局 5名で組織の運営が検討され
る。利用者代表委員会はテ・＂ンマー クの組織の特徴的なと
ころであり，利用者の発言権が重視されているのである。
この詳細については木下澄代氏の「かぜ薬のない国」 3)
を参考にしていただきたい。
(3）介護担当者の理念
OH Pの図で示し説明していただいた。簡潔ではある
が大変重要な内容である。（図2)
高齢者の地区センターは人口28万のオーフス市で37の
地区センターをもっており，今回見学したローカルセン
ターは住民12,000人の地域で，高齢者は1,700人となる。
以前は入居施設が中心であったが，現在は入居施設を幾
分残し，地域全体のケアセンターとして活動している。
初任者研修は会議室で、パンとコーヒーをいただきなが
ら講義をうけた。この日研修を受けたのは准看護婦・ヘ
ルパー ・介護士の資格をもっ人で，新たにこの地区セン
ターで仕事を始めようとする方々である。パンを食べな
がらの受講で細かにメモをとるわけでもないが，質疑の
時間になるとポイントをついた質問を次々と発し，要点
をわきまえているとの印象をもった。
この日講義をして下さったのは女性の地区長さんで，
1時間余りの講義の中で主要なことを多く説明して下
さった。
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尊厳を保つ
全体的な関連性
予防的訪問
1996.8.1の議会決議により，地区の80歳以上の人を対
象に予防的訪問を行うようになった。これは名簿で80歳
以上の人すべてを対象とし，訪問によって生活状況を観
察し，介護ニーズがあるか，また今後予想される介護ニー
ズを把握するためのものである。 80歳以上であっても多
くは活動的な人であるので，その活動性が維持できるよ
うセンターとして働きかけていく。訪問に際してはあら
かじめ手紙を出してから伺う。ただし拒否された場合は
無理に訪問せず，年2回あるので次回に再度手紙を出し
訪ねる。
介護者の理念図2
(4) 
1.初任者研修の講義から
(1) 1998年1月から法律の改正により介護サービスの
組織の変更がある。これまでは児童 ・家族 ・高齢者
が合同であったが高齢者分野が独立することにな
る。
(2) 
れている。
1 ）ケア部門
①プライエム……日本の特別養護老人ホームにあ
たる。
②ケア付き住宅
③ショートステイ
④24時間の在宅ケア……地域を 4つのグループに
分け，看護婦 ・ヘルパーが担当する。利用者一
人につきなるべく同じ人のケアがうけられるよ
う配慮している。
アクティビテイ
PT, 0 T，住宅改良
痴呆性老人のためのプログラム……増加してい
ローカルセンターの組織構成……4部門で構成さ
デイケアグループ……野菜の調理，パン ・ケー
キ作り，押し花講習会等
3）サービスセクション
キャファテリア……地域の人が利用し人気があ
る
1998.7.1からはこの訪問は75歳以上の人も対象とす
る。この訪問は高齢者が自分の条件に基づいて生活を続
けること，人生に対して責任を保持し尊重されることを
目的とするものである。
(5) その他のサービス
①送迎サービス
センターへの通所に際し，移動が不自由な場合は送迎
サービスを行う。この場合送迎サービスが必要か否か判
る
配食サービス……冷凍食のみの配食サービス。
以前は温食の配食サービスをしていたが，現在は
キャファテリアを利用したほうが利用者の運動に
もなり，また人々との交流も増えるので温食の配
食サービスは行わない。
清掃
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2. センターの見学
日中地域の高齢者が活用するキャファテリア，趣味活
動の場として染織・木工・ビリヤード等がある。一般的
に女性の利用者が多いとのこと。また痴呆性老人のデイ
ケアプログラムも行われていた。
ケア部門では入居者施設の居室・ショートステイ・
ナースステーションを見学させていただいた。ナースス
テーションではコンピューターでデータ管理がなされて
おり，このデータを活用する人は看護婦・ OT・PT・ 
主任ヘルパーとのことであった。ヘルパーの詰所も見学
させていただいた。在宅ケアは24時間体制で，看護婦1 IV 介護福祉士養成学校とデンマークの教育制度
人にヘルパー 1～3人の組み合わせでチームとして働い
ている。ヘルパーの数は多く， 320名の在宅利用者に対 介護福祉士養成校の見学についてはDSS A理事の片
し102～150名のヘルパーが働いている。そのうち常勤で 岡氏が何度か調整をとって下さったが，丁度試験期間中
定を行う。車椅子用の車やタクシーも利用できるが，料
金は他の公共機関と同じ料金を支払う。タクシ一等差額
が出た場合は差額分を市が支払う。
②雪かきサービス
除雪できない家庭に対しサービスを提供する。 1シー
ズン300クローネかかる。
＠住宅の提供
ケア付き住宅……入居判定が行われ，痴呆症の高齢者
が最優先される。
一般の高齢者住宅，障害者住宅も必要であるが，この
地域は高級住宅地であり地価が高く十分提供できないの
が問題である。
④聴覚アドバイザー
高齢者の聴覚障害に対し，主治医・医療専門家とコン
タクトをとりすすめていく。
以上が初任者研修での講義内容である。半日の研修で
全体像の一部分しかつかみきれていないと思うが，ケア
部門だけではなく地区全体の生活支援を考えているセン
ターであることがよく理解できた。新しく始まった予防
的訪問事業も興味深い。日本で行うと生活管理的色彩が
強くなる危険性もあるが，個人の意思の尊重を前面に出
し，早く対応することによって要介護度の軽減につなが
り，長い目で見ると財政および人的コストの軽減になる
のであろう。
また送迎サービスのあり方一つをみてもデンマークの
ノーマライゼイションの考えが入っていることを知るこ
とができる。移動の不自由な方に対して移動の自由が保
障され，それに対して他の人と同額の料金を払うことに
なっている。日本であれば高齢者・障害者に対する割引
料金になっているが，具体的なサービスは実施されてい
ない。他の人と同じ様に移動の自由が保障され同じ料金
を払う，この考え方は貴重であると思う。
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高齢者総合センター外観
働いているのは43～55名である。詳しい勤務体制につい
ては把握できなかったが，他の文献を参考にしていただ
きたい。 4)5) 
染織教室
,!'-
艮 声民主主
ゥ ，??
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で対応はできないが片岡氏の案内で施設内を見学するの
はかまわないとのことで，見学させていただいた。見学
させていただいたのはオーフス県立介護職員養成学校で
ある。ただ介護職員養成学校といっても日本の教育制度
と異なるので，デンマークの教育制度全体の説明が必要
であろうとのことで，養成学校の場を借りて片岡氏よ り
講義をしていただいた。
1.デンマークの教育制度
デンマークの学校教育は図3の通りに行われている
が，ここに片岡氏からの説明を加えて特色を述べると以
下の通りである。
①まず就学時年齢について，通常6歳（就学前学級を
含む）であるが， 5～8歳の幅がある。これは成熟
度をみて判断し，教育をするのに遅すぎることはな
いというのが基本的な考え方である。
②義務教育終了後予備の10年目をとり，次のコースへ
進む。 10年目の後の進路は，高等学校への進学（ギ
ムナジウム・商業学校・工業学校各3年）が全体の
約45%，職業専門学校への進学が約40%，義務教育
のみで終了するのが約15%となっている。
③高等学校へ進学するためには義務教育終了後卒業試
験を受ける必要がある。約半数の人が卒業試験を受
ける。またこの卒業試験は後で受けることも可能で、
ある。
④さらに8年目～10年目にかけてEfterskoleがある。
これは民間の全寮制の学校で，カリキュラムの幅が
非常に広くなっている。家庭に問題があったり就学
上の問題があった場合は，この学校のカリキュラム
をとることで補充できるようになっている。民間の
学校なので学費は自己負担であるが，政府の補助も
ある。この学校の存在で，登校拒否が少なくなって
いるとも言える。
⑤高等学校終了後，大学Universitetに進学するのは
約15%，その他は長期高等学校（日本で言えば単科
大学に相当する）に進学する。専門職のための長期
高等教育を受けるのである。その期間は保母 ・学童
保育指導員が3.5年，ソーシャルワーカー・ OT・ 
p Tが3.5年，看護婦3.5年，小学校の教員4年となっ
ている。
2.社会福祉専門職の教育制度
社会福祉専門職をSO S (Social og Sundhed）と呼
んでいる。養成機関は県立又は市立で，オーフス県には
4つのS0 S養成校がある。その種類は図4の通りであ
る。
so Sヘルパーの教育は，介護に関する専門科目を学
学年年齢
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図3 デンマークの学校教育6)
ぶのと同時に実習が重視される。約75%が実習である。
実習に対しては市職員に相当する報酬が支払われる。
(5,000クローネ／月）またS0 Sヘルパーは在宅ケア
のみを担当する資格である。
→ ！看護婦 ・σT・PT・SW I 
！ 養成課程 3.5年！一 一－－tーーで天報償
巨三三空亘寸五］→謀議ト
「一一一一一 sosへMl-lsc Sへルパ 一養成課程 l年！→資格取得
！準備教育 l…竺J（年齢l川歳
「主一一忌一一云一一古；－9－瓦$1 
図4 社会福祉専門職の教育制度
so Sアシスタントは病院での勤務が可能で，看護助
手の役割を担当し，精神病院・一般病院の中で大きな役
割を果たしている。 S0 Sアシスタントの教育でも実習
は重視され，実習に対して報酬が支払われる。詳細につ
いては西村洋子編「介護概論」8）を参照していただきた
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さらに次の専門資格として，入学試験を受けた後，ソー
シャルワーカー－看護婦・ OT・P Tの専門教育を受け
ることも可能で、ある。これらの専門教育を受けるために
はS0 S からのコースだけではなく，ギムナジウム＊~了
後の入学もある。この専門教育を受けるに当たって，社
会経験や成人学校での経験も入学資格として加算され
る。
以上が社会福祉専門職の教育制度であるが，早い時期
から福祉の専門職として職業訓練を開始するのと同時
に，次の段階に進むのに猶予期間があり，自分の適性を
考えたり，社会経験を積むことによって専門職としての
意識を高めることができる。さらに， SW ・看護婦・ O
T・P Tでは一般教育課程からの入学もあり，幅広い教
育基盤（社会経験も含む）の中から専門教育が行われて
いる。
このようにデンマークの専門教育制度をみると日本の
専門教育は一元的にみえる。日本では同じ様に義務教育
を終え，同じ様に高等学校を終え専門教育に進む。高等
学校を終了後初めて専門教育に入るので，実習は教育課
程であり，報酬を受けとるような実習は不可能である。
しかし，日本の専門教育制度が悪いとも言えない。高等
学校終了まで高い教育レベルを保ち，その上での専門教
育となると，資質の高い専門職が育つ可能性もあるとい
える。
デンマークの教育制度全体をみて感じたことは，人間
一人一人がどのような専門技術を持って自立していくか
考えられていることである。一元的な方法で教育が行わ
れるのではなく，それぞれの適性や能力・希望を考えた
上で次の教育段階へ進んでいく。それも直線的に進むの
ではなく，考える期間（準備教育・ Efterskole・成人学
校・社会経験）をもうけて進路の調整ができるように
なっている。福祉の基本にある個別性・人間の自立とい
う考え方が，教育制度に現れているように感じた。
3. その他片岡氏の講義より
この他にもデンマークの福祉社会を構成するヒントと
なる話があったので紹介する。一つは乳幼児期の養育で
ある。デンマークでは多くの女性が就労している。保育
園もあるが，自分で育児をする場合，自分の子どもを含
め4人まで子どもの面倒をみると最低賃金に相当する額
の報酬が支払われる。この事実からみると女性が働くの
は当然であり，育児・家事だけで家庭にいるのは考えら
れない事である。多くの女性が働いているので，女性も
納税者である。このことにより介護の分野においてもマ
ンパワーが充足され，納税により福祉の財源も満たされ
ている。
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また税率も収入の50～60%の高いものであるが，国民
全体は現在の社会システムを支持している。
v 心身障害者の通所授産施設の訪問
知的障害者の授産施設ActivitetshusetHavkaerpar-
kenを訪ねた。県立の施設であり，施設長のアーヴィ－
R・ホルム氏に案内と説明をしていただいた。日本語の
名刺を用意されており，世界各国の見学者がいるとの事
であった。
心身に障害がある人が様々な活動ができるよう，以下
のような設備があった。
アーヴィ・ R・ホルム施設長と
①体育室……利用者が体を動かす場所であるが，夕方
には地域の住民も活用しているとのことで，地域と
の交流も考えた施設である。
②音楽の練習室……ホルム施設長は現在3つのバンド
と2つのオーケストラの指導をしているとのこと。
中でもポップコーン（知的障害者のロックバンドで
日本でも公演を行っている）はトップクラスである
と自慢しておられた。コンサート活動やCD制作も
行われている。
CT作業所……木工・部品のセットその他の作業が行わ
れていた。
④メデイテーションルーム……安らぎのある光・匂
い・クッション・音楽の中で静かに過ごす場所。気
持ちをリラックスさせ心身の緊張をほぐすことによ
り，日常活動に効果をもたらす。
⑤染色……近くにある農場から草花を集め，紙をすき，
布を染める。自然と調和した活動も目指している。
⑥学習室……個別の能力に合わせ，算数・国語等の授
業（小人数のクラス）が行われていた。
⑦ビデオ制作室……ドラマを作り販売する。
見学・説明を聞いての感想は，どの分野においても完
成度の高いもの・商品価値のあるものを目指していると
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いう事である。実際にロックバンドのコンサート
ツアー ・ビデオの販売・ブティックを持ち商品の販売を
行っている。しかし，経済的に成り立っているわけでは
ない。しかし，利用者一人一人の能力を活かすことで，
様々な活動の可能性があり，利用者が意欲を持ち，保護
された生活よりも生活の質が高められる。また障害者対
策に使われる経済効果からみても，アクティピティーセ
ンターの活動は有効であると語って下さった。
またこの施設の対象者は18～69才であるが，学習室で
授業を行っていることも興味をヲlいた。前日，片岡氏よ
り説明のあった教育に遅すぎることはないという考え方
を思い出し，学齢期を過ぎてもその人の能力を引き出す
意味で授業は行われているのである。
ホルム施設長は説明の中で、User（利用者）という言
葉を使用し強調されていた。日本の福祉の世界で近年使
用されるようになった言葉はここからきているのかと一
瞬気付かされた。そう思うと，今までオーフス市で説明
を受けた言葉が，この固から始まっているのではないか
と思い当たることが幾つかあった。全体を通して案内し
て下さったソーレンさんは自己決定・意思の尊重という
言葉を何度も使っておられた。また，高齢者介護地区セ
ンターの所長さんは，看護部門 ・OT・P T・ヘルパ一
部門のそれぞれの独立性と各職種聞の協調を話しておら
れた。そう考えると現在日本で使われている福祉の用語
はデンマークから入っているのではないか，また各部門
の協調についてもデンマークの方法を形の上では取り入
れているのではないかという思いがした。ただ，日本で
これらの用語や各部門の連携を取り入れたとして，その
背景にある社会全体の思想，経済的基盤なども同時に考
えていかなければ，同じ言葉や形式でも意味しているこ
とは異なる可能性がある。
オーフス県の職員でもあるホルム施設長は，我々は50
年かけてこのシステムを作り上げてきた，日本もお金が
あるから出来るはずだ，どんどん学んでほしいと言って
おられた。金持ちニッポンと言われているが，収入の50
～60%が税金にとられでも，この福祉社会のシステムを
支持しているデンマークとでは社会基盤が違うと思い知
らされた。
またホルム施設長は，日本で言うと一流企業の責任者
という風貌で，有能な方との印象を持った。それだけ質
の高い人物が福祉分野で活躍し，新しい試みを行ってい
る。そして社会全体を見据えた鋭い目と，一人一人の可
能性を引き出す強さを持っておられる。今回の研修で出
会った福祉に携わる人々，ソーレン ・クリステンセン
氏・高齢者介護センターの所長 ・ホルム施設長 ・片岡氏
それぞれ優秀な方々で，デンマークの福祉に携わる人々
の人材の豊かさ，質の高さを感じた。
羽工グモン卜校訪問
エグモント・ホイスコーレは成人学校である。デン
マークには成人学校が多数あり，一般教養や実践的な科
目が受講できる。ただし，修了試験や卒業資格はなく，
学歴としてはカウントされない。生涯教育の場，様々な
人との出会いを求めて，また今までの生活と違った体験
をし考える場として成人学校を活用している。エグモン
ト・ホイスコーレは障害者向けの成入学校として実績を
積んできた。しかし現在は障害をもっ人ももたない人も，
また国籍も問わず共に学ぶ場として成人教育が行われて
いる。日本人を受け入れるコースも整い，私が訪問した
時には7人の日本人学生が学んでいた。全寮制の学校で，
生活を共にし学校生活を共にする中で，お互いに理解し
合う内容となっている。
カリキュラムの内容は，スポーツ・工芸 ・情報処理・
語学・社会福祉などで，それぞれの科目について障害を
持つ人も持たない人も共に学習できるようになってい
る。宿舎もロッヂ風になっており，様々な国籍の人が共
に生活している。私が訪問した時は，丁度昼食時間であっ
たが，障害をもっ人ももたない人も互いに声を掛け合い，
自然と交流ができていく様子を見ることができた。食事
も近くの農園でとれた自然食品を使い，上等な内容で
あった。
学校全体を案内していただいたが，各科目の実習室が
整っていた。実習室は服飾・絵画 ・皮革・木工 ・染色・
情報処理・スポーツ設備等があり，筆者の勤務する短大
部の実習室に似かよった印象を持った。その点について
話をすると，障害者のための成人学校としての実績があ
るからこそ，現在こうして障害がある人もない人も共に
受け入れ教育ができると強調されていた。実践に裏付け
された学校の歴史を教えられた。
スポーツも幅広く行われており，屋内外のスポーツ設
備のほかに海洋施設も持っており，ヨット・カヌーその
他のマリンスポーツも障害をもっ人が楽しめるように
なっている。案内して下さったソーレンさんは，障害を
持つ人も風を感じ，新鮮な空気を吸うことによって気持
ちがリフレッシュされる，とスポーツの重要性を話して
おられた。
VI おわりに
以上がオーフス市における研修の内容であるが，現在
のデンマークの制度は数十年の歴史の中から築き上げて
きたことを実感した。それは現在にとどまることではな
く，次の新しい方向性をたえず見い出そうとしている。
全体を通して感じたことは，社会全体が障害があるな
???
エグモン卜校実習室（革細工）
毎朝ミーティングが行われる講堂
学生の宿舎
しにかかわらず，一人一人の能力を開発し， 一人の人間
として育てていこうとする姿勢である。その育てかたも
個性・個々の能力を重視し，個人に合った速度で行われ
ている。個人を大切にする思想が，高齢者の福祉 ・障害
者の福祉にもつながっていると思った。
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エグモン卜校実習室（服飾）
エグモント校実習室（コンビュータ）
授業風景（ロッククライミング）
また利用者代表委員会や，ソーレンさんのように障害
をもった方ご自身が障害者の教育施設の理事をされてい
るように，利用者自身がサービス活動に参画し，発言権
を持ち企画・運営にあたっている。今後日本においても
それが当然のこととして形づくられていかなければなら
????
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ないだろう。
福祉財源は高い税率の納税で賄われているが，国民は
今の制度を支持している。多くの人の能力が生かされる
ように税が使用されるわけだから，個々の人間の満足度
は高く，結局は社会的コストは安くつくと考えられてい
る。
日本はいち早く利用者・自己決定・意思の尊重という
言葉を取り入れ，また各専門職の連携という表面上のシ
ステムは取り入れてきた。しかしその背景にある社会の
思想，個人を大切に育てていくことをどこまで理解して
いるのだろうか。また利用者の自己決定・意思の尊重が
具現化できるような，人材の確保を含めた財政の在り方
を明確に見通す事ができているのだろうか。言葉やシス
テムの導入だけではなく，デンマーク社会の背景・思想
をしっかり見据えなければならないと思った。
研修に出かける前に，古い本ではあるが内村鑑三の「デ
ンマルク国の話」を手にした。ドイツとの戦いに敗れた
後，内側に目を向け，あまり豊かではない国土に木を植
え酪農・農業を起こしていった。現在のデンマークにお
いても大国ではないが，内側に目を向け，国民一人一人
が充実した豊かな生活が送ることができるよう支えてい
る。また逆に，国民一人一人がその社会を支えるよう働
いている。デンマークはそのような国であるとの印象を
持った。
最後に，この研修を引き受けて下さったDs s Aの
方々，特に片岡氏に感謝したい。多忙な中で様々な機会
を与えて下さった。またソーレンさんをはじめ研修先で
出会った方々はすばらしい方々であった。デンマークの
福祉に携わる人々の人材の豊かさ，質の高さを思い知ら
された。ヘルパーの方々も自然で暖かく，利用者の方々
と豊かな関係を保っていた。また個人的には通訳を担当
してくれた夫藤原正則に感謝する。ドイツ語の使用でデ
ンマークの人々にとっては良い思いをしなかったかもし
れないが，オープンで気さくな会話により多くの情報・
生活感覚を知ることができたと思う。
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Report on Social Service in Arhus, Denmark 
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Abstract 
Arhus is the second big city in Denmark. It has a social service system for the elderly and the 
disabled. The system is designed and managed by the users themselves and many people support the sys-
tem. 
For understsnding the social system, we must learn about the education system. Individualism and inde-
pendence are the most important things in education and their life in Denmark. 
The care for elderly is not only for disabled elderly. It’s for every old person. At the elderly center, pre-
ventive service is conducted and every aspect of elderly life is supported. 
This report introduces the activity center for mentally disabled and adult education for the disabled and 
other people, too. 
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